
介護保険制度の改正に向けた国の動き

介護保険制度の見直しに関する意見（令和4年12月20日）

令和4年12月20日付で、国の社会保障審議会介護保険部会において、
「介護保険制度の見直しに関する意見」が取りまとめられた。

１．これまでの経緯

令和６年の介護保険法の改正、令和６年度～令和８年度（第９期）の介護保険事業の基本指針の
作成に向けて、令和４年３月以降、国の社会保障審議会介護保険部会で進められてきた議論の
内容が、意見書（※）として取りまとめられた

２．今後のスケジュール

（１）介護保険法の改正に関して

令和５年の夏までに結論を得るべく、引き続き議論を行う

（２）第９期の介護保険事業の基本指針に関して

令和５年７月・・・基本指針（案）の提示

令和６年１月・・・基本指針（定稿）の告示
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※本意見書をもとに、介護保険制度の改正、第９期の基本指針の作成が進められる。

【意見書：社会保障審議会介護保険部会】



介護保険制度の見直しに関する「意見書」の内容

意見書は、「地域包括ケアシステムの深化・推進」と「介護現場の生産性向上の推進、
制度の持続可能性の確保」の２つのテーマで整理されている。

１．地域包括ケアシステムの深化・推進

２．介護現場の生産性の向上の推進、制度の持続可能性の確保

（１）趣旨

介護が必要となっても、できる限り住み慣れた地域で、これまでの日常生活に近い環境で暮らし続けること
ができる社会を実現させるため、「地域包括ケアシステム」を深化・推進させていかなければならない。

（２）具体的なテーマ

①生活を支える介護サービス等の基盤の整備
②様々 な生活上の困難を支え合う地域共生社会の実現
③保険者機能の強化

（１）趣旨

今後、介護サービスの需要がさらに高まることが見込まれる一方で、生産年齢人口が急速に減少することが
見込まれている。
介護人材の確保及び介護現場の生産性向上の取組みを一層普及するための方策が必要。

（２）具体的なテーマ

①介護人材の確保、介護現場の生産性向上の推進
②給付と負担


